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令和５年度 文化財防災訓練等実施状況報告 
都道府県名 

長野県松本市 

行 事 名 称 「第７０回文化財防火デー」松本城消防総合訓練 

実施期間・日時 令和６年１月２６日（金） 午前９時から午前９時４５分 

実 施 場 所 国宝松本城天守及び本丸庭園内（松本市丸の内４番１号） 

主 催 者 松本市文化観光部松本城管理課 

■実施内容 

訓練の想定 

空気が乾燥している中、午前９時に松本城乾小天守１階の火災警報が発報。現場確認の結果乾小天守１階北東

付近から出火しており、延焼の可能性がある。また天守内には数名の観光客がいる模様である。 

訓練の内容 

１ 松本城自衛消防隊による初動対応訓練（通報・避難誘導・初期消火・救護所設置） 

２ 消火器を使用した消火訓練 

参加者及び役割分担 

松本城管理課職員、文化財課城郭整備担当職員、シルバー人材センター職員による初動対応訓練（通報・避難誘

導・初期消火・救護所設置） 

消防設備保守点検業者指導による消火器を使用した消火訓練 

合計４８人 

特に工夫した点 

現在天守防災設備改修工事を実施しており、屋外消火栓が使用できない状況であるため、それを踏まえ屋内は

易操作性消火栓と消火器を、屋外は消火器による消火体制で初動訓練を行った。また、初動訓練の後、実際に消

火器を使い消火訓練を実施した。 

問題点・課題 

訓練時には職員全員参加で役割分担し対応しするが、通常はシフト勤務で対応できる人員も少なく、臨機応変

に役割分担し対応する必要があるため、どの役割も対応できるようにしていく必要がある。 

その他 

例年、文化財防火デー消防総合訓練には、松本広域消防局、松本市消防団による消火訓練、救護訓練等と近隣

町会住民、松本古城会による初期消火訓練を行い、近隣の保育園等が見学に来るなど文化財愛護の意識高揚を図

っていたが、過去 3年は新型コロナウイルス感染拡大を受け自衛消防隊のみでの開催となっており、本年度も本

丸庭園内で、天守防災設備改修工事が実施されていたため、引き続き自衛消防隊のみでの開催となった。 

訓練風景 

 


